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森林環境譲与税について考える（千葉市の場合） 

ちば環境情報センター 代表 小西 由希子 

来年度から徴収が始まる森林環境譲与税 

来年(2024)年度から森林環境譲与税の徴収（住民

税に上乗せ）が始まります。国民一人当たり年額

1,000 円で、その目的は「温室効果ガス排出削減目

標の達成や災害防止等を図るための森林整備等を

おこなうため」とされています。この新しい賦課徴

収は、2019 年月の「森林環境税及び森林環境譲与税

に関する法律」で創設されたものですが、ほとんど

議論もなくいつの間かつくられていたと感じる市

民も多いのではないでしょうか。 

一方、地方自治体への譲与はすでに 2019 年度から

前倒しではじまっています。譲与金は「森林面積（私

有人工林）50%、人口 30%、林業就業者数 20%」を基

準に配分されるため、人口の多い千葉市は譲与金も

多額で、さらに県市への譲与割合が市に重く変動し

ているため譲与金は年々増加しています（表 1）（令

和６年度は１億 5,000万円の見込み）。しかし使い

道が厳しい、どう使っていいか困っているとの指摘

も出ているようです。 

ここで改めて千葉市の譲与金の推移、使途、その

課題について考えてみたいと思います。 

（参考：千葉市：森林環境税・森林環境譲与税 

(city.chiba.jp)。法律で使途の公表が義務付けら

れており市のＨＰで見ることができます。） 

 

 

譲与金の運用と使途 

国から千葉市に配分された譲与金は「地域環境保

全基金」に繰り入れ、活用後の残高をまた基金に積

立てる仕組みとなっています。活用（使途）は、環

境局・都市局・経済農政局の部局長で構成する管理

運営委員会で決定するそうですが、委員会は非公開

であり、基金の条例も運用に関する要綱も公開され

ていないため詳細は不明です。 

さて、譲与金は森林整備や木材利用、普及啓発に

使われるとのことですが、使途を所管課ごとに整理

し直しその割合を比較してみました。（表２） 

 

２年目以降都市局の事業が突出して多い（7 割以

上）ことがお分かりいただけると思います。しかし

都市局は他の 2局と比べて一般会計予算額も桁違い

に多く、このアンバランスに大きな違和感を覚えま

す。さらに、令和３年度は譲与金の 42％、４年度は

48％が公園・街路など都市局所管のナラ枯れ対策に

使われています。近年ナラ枯れ被害は深刻ですが、

本来ならこうした事業は一般財源で対応すべきで、

新たな財源の活用にはもっと知恵を絞ってほしい

ものです。 

市内には林業を生業としている方が少ないことも

あり森林整備に活用するのが難しいとも聞いてい

ます。しかし、谷津田や里山の森林整備や保全団体

の育成などに活用し、バランスよく配分していくこ

とが求められます。 

譲与金の活用については、行政内部で決定するの

でなく、専門家や保全団体など市民も含めた場で使

途を議論することが大切です。さらに、行政に専門

家を配置したり、市職員や保全活動団体の研修の充

実や新たな人材育成などにも力を入れていただき

たいものです。市による賦課徴収が始まるのを契機

に、使途決定過程をオープンにして市民の声が届く

仕組みを提案します。政令市千葉市ならではの財源

の活かし方を工夫し成果を上げてほしいものです。 
 

谷津田の森林に係る保全管理指針予備調査 

令和２年、森林環境譲与税を活用して谷津田の森

林に係る保全管理指針予備調査が行われ、大草谷津

田いきものの里などでは具体的な森林保全管理指

針が出されました。 

特定非営利活動法人 

　 　

譲与金 事業費（支出） 繰越金 運用利息 積立金総額

令和元年度 40,656,000 4,817,000 35,839,000 440 35,839,440

令和2年度 86,394,000 29,082,381 57,311,619 323 93,151,382

令和3年度 86,813,000 83,862,218 2,950,782 1,455 96,103,619

令和4年度 116,324,000 145,624,947 -29,300,947 15 66,802,687

表 2 所管ごとの決算（事業費）（円）とその割合 

表 1 譲与金、事業費、積立総額の推移（円） 

写真等無断転載禁止 

http://www.ceic.info/


当会では 11 月 24 日千葉市役所で谷津田の森林管

理について担当職員と意見交換しました（右写真）。 

今私たちの谷津田では開発計画が持ち上がってい

ます。しかし森林部分は開発区域の外であり、でき

るかぎり保全活動を進めていきたいと考えていま

す。下大和田谷津田の森林保全管理指針策定や、保

全協定締結対象区域内でまだ活動協定を結べてい

ないエリアの協定締結をすすめることなどを要望

しました。谷津田の保全にもぜひ譲与金が活用され

ることを願っています。 

 
 
 
森の勉強会（連続講座）に参加しました 

千葉市美浜区 高橋 久美子 
ちば社会的連帯経済研究所、つながる経済フォーラムちば，ＮＰＯ法人地球守の共催で2023年９月５日（第

1回）、11月４日（第2回）「森の勉強会」が開催されました。この勉強会は、千葉県内での植樹など森をめぐ

る環境づくりや、どんぐりなどの実生から苗木を育てる活動を通して、地球規模の環境問題を考えるようと

するものです。第１回目と２回目の内容を２回に分けて報告します。 

 

第1回  環境を育てる植樹・里山に向き合う育苗が地域社会に新たな協業をつくる 

2023年９月５日  於千葉市美浜文化ホール 
  
〔講演の内容〕 

・ちば社会的連帯経済研究所の池田徹氏による挨拶  

平塚市にある障碍者施設で育てた苗を植えて、森

づくりをしている。人と人とがつながり経済活動と

なる。これはＳＤＧｓが掲げる貧困問題や環境問題

の解決にもつながるものである。 

  

・地球守の高田宏臣氏による講演 

持続する健康な森を目指すことが重要。1本の木

は1日に約180Ｌもの水を蒸散している。これは11万

kcal もの熱を吸収し冷却していることになる。外周

林や街の中の木が重要であるが、今はどんどん伐採

されている。 

火災のときも樹木があると燃えにくくなる。大正

12年に起こった関東大震災では、木がなかった陸軍

被服廠跡地に逃げた人の大半は焼け死んだ。木の多

かった浅草寺や清澄公園などに逃げた人は生き残

った。 

街の中の木がなくなって、ヒートアイランド現象

が加速されることになる。外周林が重要だが、今は

どんどん伐採されている。千葉公園の思いやりの小

径や君津市新日鉄環境保全林潜在的自然植生樹種

をポットに植え苗を育てている。持続しない森を作

っても土が育たず、やぶ化してしまう。表面が乾燥

しやすくナラ枯れマツ枯れも起こりやすい。 

一方、持続する森は階層構造ができ種も世代も多

様になる。健康な森は深く根をはり林が森に森が杜

になり、大量の炭素を蓄える。シカの食害を受けに

くい木を育てる。 

ポットの中が杜になるように、いろいろなドング

リに菌糸、落ち葉腐葉土、団粒、菌根化、空隙剪定

した枝を堆積し1年から1年半置いたものを用土に

する。腐植土、竹炭落ち葉、燻炭を混ぜる。林野庁

の指導により、優秀な樹種のみを植えた。遺伝的多

様性も樹種の多様性も失われて、一斉に枯れてしま

う。効率を優先した結果である。 

健康な杜をつくるには、勘や経験に頼ることが必

要で、土の中の環境をつくることが重要である。徳

島県の橋本林業のウバメガシの森林は代々やって

いる伝統的な手法で森を育て健康に保たれている。

手間がかかり、伐採量は少ないので効率が悪く、収

入が少ない。しかし持続する杜を維持することが重

要で、助成金等も必要ではないか。 

徳島県の橋本林業は伝統的な手法でウバメガシ

の森林を代々維持している。森が健康な状態を保っ

ている良い例である。 

 

〔高橋の感想〕 

1.5時間という短い時間だったので、高田氏はま

だまだ話したりない様子でした。いかに健康な森

（杜）を育てるかは地域や時代によっても変わるの

でしょうから、難しい作業だと思います。その土地

にどのような樹種が合うのかとかどのように手を

入れればよいかは時間をかけてあれこれやるしか

ないのでしょう。利便性や効率を優先した私たちの

暮らし方が林業の衰退をまねき、伝統的手法を途切

れさせてしまったと思います。今後の私たちのあり

方や生き方が問われているのだと思います。 

 

 

千葉市役所にて、担当職員との協議（2023年 11 月24日） 



第２回  千葉県の林業に必要な視点とは―森林環境譲与税をどのように活用できるか 

2023年11月４日  於千葉市美浜文化ホール 

 

〔講演の内容〕

・池田徹氏による挨拶 

前回の第1回森の勉強会はオープン型式で行った

が、2回目以降はクローズド型式とする。メンバー

を固定し、受講だけでなく意見交換を活発に行いな

がら千葉県の森づくりについて考えていきたい。 

今回は、岐阜県郡上市でフォレスターズ合同会社

を経営する小森胤樹（こもり つぐき）さんにお話

しいただく。 

・小森胤樹氏による講演 

３年前から41の市で施策を作るフォレスターと

して活動している。温暖化対策と森林の関係につい

て、林野庁は「間伐をすればＣＯ２吸収量が増える

（温暖化防止につながる）」と言っている。しかし

それは間違いで、間伐を行えばＣＯ２吸収量はむし

ろ減る。（もちろん間伐は、良質な材を育てるため

には必要な作業である） 

1997年の京都議定書３条３項で「日本は６％減の

うち3.8％を森林に吸収させる」ことになったが、

新たな植林や再植林ができず目標に達成できなか

った。そこで2001年のマラケシュ合意３条４項で

「追加的人為行為による森林経営がなされている

ところをカウントできる」ことを認めさせて「目標

を達成した」とした。（第1約束期1997年～2000年） 

日本は、木材の８割を輸入している。これは他国

の森林を減らすことであり、国産材をろくに使用し

ないことである。 

マラケシュ合意達成のため2001年森林・林業基本

法が制定された。（第2約束期2001年～2020年）その

後2020年パリ協定が成立し、2021年～2030年（期限

なし）が第３約束期となる。林業の補助金はすべて

脱炭素と結びついている。 

森林環境譲与税は2019年から始まり2024年満額

の譲与となる。（同時に2024年から森林環境税を国

民から徴収する。）  

森林経営管理制度が制定された(2020年）。これは

パリ協定を守るために、森の手入れつまり間伐を行

う面積を確保しなければならないからである。それ

まで県が行ってきた林務が市町村に移り、市町村の

林務行政の役割が大きくなった。森林経営計画は所

有者が作成し、市町村が認定することになった。旧

制度では所有者しか補助金申請ができなかった。 

（つづく） 

 

副代表に就任して ② 
船橋市 長 正子

ちば環境情報センターは 1996年の 12月に小西さ

んを中心とした有志数名で結成されました。ですか

ら設立からもう 27 年が経とうとしています。 

私は、設立当初からの会員ですが、地理的に遠い

こともあってなかなか参加できませんでした。しか

し昨年から下大和田の開発問題が浮上し、なんとか

この豊かな自然を残さないといけない、残してほし

いと思い、活動に参加するようになりました。また

定款（会の規則）が古くなってきたので、その改正

の仕事に精力を傾けました。 

ちば環境情報センターの人たちはみな自然が大

好きで、生き物が大好きな人

たちばかりです。私はその方

たちの情熱に敬意を表すると

同時に同時代に生きる者とし

てこの会の方たちの役にたち

たいと思います。またみなさ

んと協力して少しでも千葉の

自然の豊かさを守っていけた

らいいなあと思っています。 

 

 

新浜の話 70 ～丸浜川のセイタカシギ(1997年)～ 

千葉県野鳥の会 市川市 蓮尾 純子 
スタッフが脆弱なポンプと泣く泣くおつきあい

している間に、思いがけないできごとがありました。

前年の第一期工事で造成された下北岬で、この年は

７組ものセイタカシギが巣を作りました。６月 13

日朝、遠くで鳴くセイタカシギの声を聞きつけまし

た。鈴が浦の岸に親子が出てきています。下北岬そ

ばの竹内ヶ原にはぎりぎりで水を入れ続けている

ので、そこで子育てをするものと思っていたのです

が、なんと親鳥はヒナを連れて鈴が浦の岸に出て、

自分たちが餌場としていた丸浜川に連れてこよう

としたのです。１羽きりの幼いヒナは 200ｍもの海

面を泳いで横断し、ＵＦＯ島に上陸しました。とこ

ろが保護区の水面と丸浜川の間には、高さ２ｍの垂

直の導流堤護岸があり、ヒナにはこえられない障壁

となっています。翌 14 日にも親たちは行徳高校の

あたりでしきりに騒いでいましたが、15 日には姿を

消しました。ヒナはあえない最期をとげたのでしょ

う。かわいそうなことをしました。 



６月 19 日になって、別の親子が鈴が浦にあらわれました。岸沿いに歩

いて丸浜川をめざしています。間もなく親鳥が導流堤に上がり、鳴きさ

わぎはじめました。ヒナはすぐ下にいるはず。今ならヒナを誘拐して丸

浜川に入れてやることができるかもしれません。 

たも網を持って近づく主人と達夫さんに親たちが必死の攻撃をかける

間、２羽のヒナは干潟にぴったり伏せていたので、簡単につかまりまし

た。ヒナを高くさし上げて見せながら、小走りに戻る主人の頭すれすれ

に親たちが舞い下ります。観察舎前の餌場におろすと、ヒナは別々の方

向に走って逃げました。興奮して鳴きながら飛びまわる親たちと、ちゃ

んと合流できるかどうか。気のもめる 10 分あまりがすぎて、ヒナが２羽

とも親鳥に抱かれた時には本当にほっとしました。 

翌日の台風７号も、親子は無事にしのぎました。危険なカラスやカモ

メに対しては執拗な攻撃をくりかえす親たちなのに、川岸の道路を通る

人間のことはほとんど気にしません。すてきなみものです。 

22 日の日曜のこと。またしても親子連れが導流堤ぎわにやってきて、

誘拐部隊出動。ヒナ４羽。ふ化後せいぜい１，２日の小さいヒナです。

これも無事に放し終え、親といっしょになったのを見届けてから、ほん

の 30 分後。こんどはやや大きめのヒナをつれた親子が正面の干潟にあら

われました。２羽のヒナはためらいもせず海に出て、けんめいに泳ぎは

じめました。ところが、岸にいた何百羽ものカワウが水に入って、ヒナ

を取り囲みました。足や尾を軽くひっぱるものまでいます。あぶない、

と思った瞬間、若いカワウが 1 羽のヒナの首をくわえて振りつけ、放り

出しました。水に浮かんだヒナは何度かもがいたきり、動かなくなって

しまいました。カワウの群れはすぐに遠ざかり、もう１羽のヒナは無事

に UFO 島に上陸しました。 

誘拐作戦も３回目には手慣れたもの、と思いきや、導流堤を歩いて下

をのぞいていた主人と石川君が、手ぶらのまま引き返してきます。心配

していると、ずっと手前のほうでたも網をおろしはじめました。予想と

は違う場所にいたようです。丸浜川にはとうとう３組の親子が入りまし

た。 

それから６週間あまり。ヒナたちは目の前でみるみる大きく育ち、１

羽も欠けることなく飛べるようになって、丸浜川から親子で飛び立って

行きました。10 年前にはユスリカすらいない文字どおりの「死の川」だ

った丸浜川。セイタカシギが１km 近くもの危険な移動をしてヒナを連れ

てきて、しかも丸浜川に入ったヒナぜんぶが無事に育ったと思うと、ま

さに感無量です。これ以上のご褒美は考えられないでしょう。 

あの時からもう四半世紀以上がたちました。丸浜川は今でも汚れた水

域ですが、小魚やカメ類、サギやカワセミなど、いつも生きものが見ら

れます。私たちのチャレンジは誤りではなかったようです。 

 

 

  

 

 

 

  
あなたも入会しませんか        キリトリセン 
住所〒                             
ふりがな

E氏名EA                     Tel         

E-mail                     FAX        

 

【発送お手伝いのお願い】ニュースレター202４年 １月号（第３１７号）の発送を １月１０（水）    

１0時から千葉市民活動支援センター会議室（千葉市中央区中央２-５-１ 千葉中央ツインビル２号館９階)

にておこなう予定です。ただし新型コロナ感染の拡大状況によっては中止する場合もありますので、お手伝

いいただける方は事務局 （小西 090-7941-7655）までご連絡ください。 

編集後記：谷津田の活動が始まって以来、無償で駐車

場を提供し応援してくださってきた林理さんがお亡くなり

になりました。子どもたちが田んぼで遊ぶ姿を誰より喜

んでくださって、森に東屋を建てたり、ザリガニ釣りの竿

を準備したり、陶芸の指導もしてくださいました。林さん

が愛した谷津田を力の限り守っていきたいと思います。

心よりご冥福をお祈りいたします。 mud-skipper♀ 
会費の郵便振替口座は 00130-3-369499 です。 



◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

下大和田・小山町谷津田だより －2023 年１２月 No.262 号－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田での活動＞ 写真：田中正彦 

第 286回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い  2023 年１１月 ５日（日）晴れ  報告：田中正彦 

11 月になっても最高気温が 25℃を超える夏日

が続く今年の秋。当日もちょっと歩くと汗ばむほ

どの天気でした。そんな気温でも谷津は本格的な

秋色に染まり始めていました。ノスリやカシラダ

カ、アオジなどの冬鳥はもう顔を見せています。

植物たちは次の世代に命を託すために種子を残

します。今回は、実体顕微鏡のファーブルを持参

して、ひっつき虫の種子を観察、種子散布戦略のしくみを考えながら、深まりつつある秋の谷津を散策しまし

た。午後は有志で 12 月 9 日に実施予定の収穫祭の準備で、会場のワイワイ広場の草刈りをしました。     

参加者 1１名（大人１１名） 

 

第 298回 下大和田ＹＰＰ「もみすり」 2023 年１１月１１日（土） 晴れ 報告：平沼勝男 
年のお米つくりの最後のベント、もみすりが終

了しました。場所は昨年に続き谷津田ビジターセ

ンター（伊瀬戸銘木店）、ここに大勢の人が集ま

りました。スタッフが用意した２台のもみすり機

は快調に動きました。もみすりとはもみ（籾）に

ついている籾殻を取る作業です。取り除いたもの

が玄米です。機械にもみを入れるのは主に子ども

達でした。もみ殻はすぐ横の燻炭つくりのドラム

缶に入れられます。火が付き、くすぶったもみ殻

の中にさつまいもを入れました。これでおいしい

焼き芋ができます。嬉しい秋の味覚でした。 

味覚と言えば、参加者のハミスさんがアラビア

料理を振舞ってくださいました。普段は食べる機

会の少ないアラビア料理ですがとても美味しかったです。また谷津田で採れたジャガイモをポテトチップスに

してくれました、これも美味しかったです。ハミスさんありがとうございました。 

燻炭つくりの横で、半分に切ったドラム缶の焚火も子供たちには大人気でした。最近は火遊びの機会はなく

なっています。子どもたちは木を火の中に入れ、その火でマシュマロやウィンナーソーセージをあぶって食べ

ていました。今年もおいしくて、楽しいイベントでした。 

参加者３２名（大人２３名、高校生１名、小学生５名、幼児３名） 
 

 
下大和田 森と水辺の手入れ「畦の整備」 2023 年１１月１９日（日） 晴れ 報告：平沼勝男 
すっきりとした青空の下、森と水辺の手

入は畔の補修をしました。ＹＰＰ田んぼは

道路側が高く、水路側が低い棚田になって

いますがその間の畔の補修です。 

ＹＰＰの畦の中で一番傷みが早い畔がこ

こです。おまけにイノシシに荒らされてひ

どい状況になっています。高い方の田んぼ

は泥を畔に寄せて厚みを増し、黒塗をしま

す。低い方のお田んぼは、まずイノシシに崩され斜面を切り取り、畔の上に戻します。次に、田んぼの泥を取

って畔の上にのせます。そして畔の形を整える。この作業の連続です。すべてスコップとクワで行う人海戦術

で、地味で労力がかかる辛い作業です。しかしいつものメンバーでお話をしながら楽しんで作業をしました。

11 時 30 分に終了。すっかりきれいな畔になりました。あとは畔が乾くのを待ちます。またイノシシに荒らさ

れないことを祈るばかりです。                 参加者８名（大人７名、小学生１名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 



 

＜小山町での活動＞  

☆令和５年度期 あすみ小学校脱穀作業 2023年１１月１０日（金） 報告：江澤芳恵 
 ひと月前に稲刈りを終え昇降口に干してあった稲。足踏み脱穀機や千歯こきや唐箕など昔ながらの農具を使

い、稲は玄米に。また、脱穀を終えた藁をなうことで縄やリースも完成！「玄米を収穫しただけじゃなくて、

藁の作品もできて、更には、もみ殻や藁くずも田んぼに戻して肥料になる」と伝えると、子供たちからは驚き

の声が上がっていました。 
 

☆第 220回 小山町 YPP「脱穀米の唐箕がけと畦の整備」 2023年１１月１９日 報告：赤シャツ親父 
 ＹＰＰ小山町では脱穀・唐箕掛けは○十年戦士の昔ながらの道具を用いて手作業で行っています。電源要ら

ずですが、手間がかかります。今期は、唐箕がけの作業が遅れていたため、脱穀を終えた古代米の唐箕がけを

実施しました。同時に古くなったおだ竹、解体した案山子の廃材、剪定した枝、足ふみ脱穀機の旧本体等の焚

火処分を行いました。小春日和と言えるような穏やかな秋空に白い煙が静かにのぼって行きました。 

参加者３名（大人２名 高校生１名) 

 
【谷津田・季節のたより】 2023 年１１月 

＜下大和田町＞  

11/ 5 森の中からシュレーゲルアオガエルの鳴き声が多数聞こえる（田中）。 

11/20 アライグマ雌成獣（6.7Kg）捕獲。今年９頭目、今期７頭目、通算 51 頭目（網代）。 

 

＜小 山 町＞  
11/ 1 今季はじめてアオジの姿を見る。    11/3 リンドウ開花。 

11/ 8 ツグミとシロハラの声を聞く。     11/11 オオタカがカラスに追いかけられる。 

11/18 栗色のイタチが田んぼの畔を駆ける。 11/22 ルリビタキ初認。 

11/26 紅葉の落ち葉、コジュケイの家族歩く。11/29 朝の気温が 1 度台まで下がり、初霜。 

 

 

【イベントのお知らせ】主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 ,E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 

＜下大和田谷津田＞      

・森と水辺の手入れ 

日 時：2023 年１２月１７日（日） ９時 45分～１２時 雨天中止 

内 容：雑木林を維持するために、アカメガシワやイヌザンショウなどの低木処理を行います。 
持ち物：長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物  参加費：無料 

・第 288回 観察会とゴミ拾い  
日 時：2024 年 １月 ７日（日） ９時 45分～１２時 雨天決行 

内 容： 冬鳥の観察を中心に、鹿島川合流部まで巡ります。 
持ち物：筆記用具、飲み物、長袖長ズボンの服装、長靴（通常の）、帽子、ゴミ袋、弁当、敷物 
参加費：100 円 
・第 300回 下大和田ＹＰＰ どんど焼きと昔遊び 
日 時：2024 年 １月２０日（土） ９時 45分～１４時 雨天中止 

会 場： 下大和田 わいわい広場 
内 容：正月飾りや、かかしをお焚き上げします。ベーゴマやけん玉などの昔あそびもします。 

持ち物：お椀とお箸、長袖長ズボンの服装、帽子、ゴミ袋、飲み物、敷物。 

参加費：300 円（小学生以上） 

 

＜小山町谷津田＞ 

▼第 221回 小山町ＹＰＰ「籾摺り作業」 

日 時  : 2023 年１２月 ２日(日)  ９時００分～ ☆小雨決行 

場 所  : 古民家「和かな」 

上記に限らず、参加ご希望の方は、赤シャツ親父 (e-mail; tomizo_i@nifty.com)までご連絡下さい 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 
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